
号

外

二�
令

和

三

年

三

月
三
十
日

目

次

告

示

○
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定

(

用

地

課)

一
ペ
ー
ジ

告

示

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
八
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

起
業
者
の
名
称

本
巣
市

二

事
業
の
種
類

本
巣
市
庁
舎
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

本
巣
市
早
野
字
春
日
浦
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

本
巣
市
庁
舎
整
備
事
業(

以
下｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)

は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各

号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

本
件
事
業
は
、
本
巣
市
が
そ
の
事
務
の
用
に
供
す
る
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三

条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁
舎
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

( ) 令和３年３月30日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１
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岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
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発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
三
年
三
月
三
十
日



２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
本
巣
市
は
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
実

施
す
る
権
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
議
会
の
議
決
を
経
て
予
算
措
置
を
講
じ
、
ま
た
、
整
備
が
完

了
す
る
令
和
五
年
度
ま
で
の
予
算
確
保
を
確
約
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充

分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
本
巣
市
は
、
平
成
十
六
年
二
月
の
合
併
以
降
、
旧
本
巣
町
役
場

を
本
庁
舎
と
し
、
そ
の
他
三
町
村
の
旧
庁
舎
を
分
庁
舎
と
す
る
四
庁
舎
体
制
で
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
が
、
本
件
事
業
は
、
総
合
支
所
と
し
て
い
る
根
尾
庁
舎
以
外
の
三
庁
舎
を
統
合
し
、
新

庁
舎
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

統
合
の
対
象
と
な
る
三
庁
舎
は
、
い
ず
れ
も
築
後
三
十
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い

た
め
、
大
地
震
等
の
災
害
時
に
お
い
て
、
業
務
の
停
滞
や
復
旧
・
復
興
業
務
に
遅
れ
が
生
じ
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
職
員
が
執
務
す
る
部
署
が
部
門
ご
と
に
三
庁
舎
に
分
散

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
低
下
を
招
く
と
と
も
に
、
職
員
間
の
連
携
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
り
業
務
効
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時

に
お
い
て
、
対
策
本
部
員
の
参
集
や
被
害
状
況
の
集
約
・
情
報
伝
達
の
遅
延
に
よ
り
迅
速
な
対

応
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
庁
舎
の
分
散
が
解
消
さ
れ
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
及
び
市
役

所
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
庁
舎
の
老
朽
化
が
解
消
さ
れ
、

災
害
時
に
お
け
る
庁
舎
機
能
が
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、
防
災
拠
点
機
能
の
整
備
に
よ
り
、
災

害
対
策
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と

認
め
ら
れ
る
。

二�
失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)

及
び
岐
阜
県
環
境
影
響

評
価
条
例(

平
成
七
年
岐
阜
県
条
例
第
十
号)

に
定
め
る
対
象
事
業
で
は
な
い
が
、
本
件
事
業

が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
起
業
者
が
任
意
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
起
業
地
に
は
、
保
護

の
た
め
特
別
な
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
少
な
い
。
ま
た
、
起
業
地
に
は
、
文
化
財
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
十
四
号)

に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�
事
業
計
画
の
合
理
性

起
業
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
人
口
重
心
へ
近
く
、
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
場
所
で
あ
り
、

大
規
模
災
害
時
に
県
内
外
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
幹
線
道
路
沿
い
に
あ
る
こ
と
、
防
災
機
能

を
有
し
た
都
市
公
園
に
近
く
迅
速
な
災
害
対
応
が
可
能
な
場
所
で
あ
る
こ
と
及
び
本
件
事
業
の

経
済
性
を
考
慮
し
て
選
定
し
た
三
案
の
候
補
地
か
ら
、
地
理
的
及
び
経
済
的
な
観
点
か
ら
総
合

的
に
勘
案
し
て
、
最
も
優
れ
た
案
を
選
定
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

四�
総
合
的
判
断

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
す
る
と
、

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
は
、
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
一�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
統
合
の
対
象
と
し
て
い
る
三
庁
舎
は
、
分
庁
舎
体
制
の
た
め
、
市

民
の
利
便
性
及
び
業
務
効
率
の
低
下
を
招
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、

災
害
時
に
お
け
る
庁
舎
機
能
及
び
防
災
拠
点
機
能
の
停
滞
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ

て
お
り
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�
総
合
的
判
断

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和３年３月30日 ( )２



五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

本
巣
市
役
所
総
務
部
総
務
課
庁
舎
整
備
推
進
室

( ) 令和３年３月30日 岐 阜 県 公 報 号 外 �３
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ぷ
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芸

社


